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自己紹介

•香川大学教育学部幼児教育コース

•保育現場における障害のある子どもの支援

•香川県内の保育施設に巡回相談

•保育所等における医療的ケア児受け入れに関
するガイドライン



本日の話

•インクルージョンに向かうとは

•保育の質との関連

•個別の教育支援計画、個別の指導計画

•おわりに



国連の障害者権利委員会による勧告









子どもの気持ちはどこにあるのか？

•自閉症の診断を受けているCくん（4歳、男児）。入園してから誰
とも関わることなく、いつも一人で園庭を探索した。あるとき、Cく
んがログハウスの上に登って屋根にまたがり、ぼーっとしている
様子が見られた。ログハウスは高く、落ちると危険なため、登っ
てはいけないルール。保育者は、「Cくん、そこは行っちゃだめだ
よ。降りようね」と伝える。しかし、降りようとしないCくん。保育者
は、下から両手を差し出して「ほら、こっちへおいで」と言うが、
応じてくれない。その日はしかたなく、保育者が無理やり抱っこ
して降ろしたが、Cくんは不満で大暴れしてしまった。翌日、ふた
たびCくんがログハウスの屋根に登った。昨日、大暴れしたこと
もあり、保育者はどうしようか悩む。



東田直樹さんの言葉
【第2章 感覚 見ながら聞くことは大変ですか？ より抜粋】

• 「人の目を見て話しなさい」と言われますが、目を見ていると、自
分がどういう状況にあるのかがわからなくなります。また、聞くこ
とを意識すると、目で見ているものが何かわからなくなるのです。

•本やパズルなど自分で好きなものを見ている場合は、そちらに
集中して人の話を聞いていないと思われがちですが、周りの声
も僕には聞こえています。その場合は、ほとんど意識せずに、見て
いる物は僕の目に映っているだけなのです。それはまるで、自分
の脳の中にきれいな景色を映しながら、朗読を聞いている感じ
なのだと思います。聞いていないのではなく、僕にとっては、むし
ろリラックスできて話がよく聞こえている状態です。



一人一人の多様性

•表層的な多様性

国籍

年齢

性別

•深層的な多様性

価値観

考え方

趣味嗜好



みんな違って、みんないい

•多様性を象徴する言葉
一方で…
分断を促しかねない
「みんなやり方や考え方が違うのだから、それぞれの領分を
守って、お互い干渉しないようにしよう」

「この子は、うちのやり方に合わないから入所させられない」

「あの子が今やりたいことはこれだから、みんなと違っても仕方
がない」

「できないのも個性の一部だから、しょうがない」



これからの指導・支援について

ダイバーシティ（多様性）

＆

インクルージョン（包摂）



測定する質と意味づける質

客観的で普遍的なもの

•客観的な基準を用いて、
質を測定する。

客観的なエビデンスが

重視される

主観的で多視点から捉えられるもの

•当事者の主観、多様な視点
から「その場」の実践や子ど
もの経験を意味づける。

当事者の声（対話）が

重視される

Dahlberg, Moss＆Pence（2013）



「参加」とは何か？

事例：運動会に向けて取り組む中で（Rくん、4歳児）

Rは母、祖父、祖母の４人家族である。言語の遅れを母親が心配し、3歳半頃からST訓練
に月１回通っている。新しい環境や初めて経験することに対しては慎重で、慣れるまでに時
間を要することが現在でもある。4歳児の12月から言語聴覚士からの勧めでOT訓練にも
月1回通うようになり、軽度発達障害と診断された。

全体練習が始まると帽子を取りにロッカーへ行くものの、そこで立ち止まっ
てしまう。担任が「R君、行こう」と声を掛けると「どうしようか、今考えよる」と
言う。少し時間を置き「どうするか決めた？」と言うと「まだ考えよる」と平行線
であった。担任は先に行くことを伝え、後は加配職員に任せることにした。階
段の降り口まで来た時、運動場の様子が見える窓の前で、Rは足を止め、窓
越しにみんなが運動会に向けて取り組んでいる様子を見ていたと加配職員
から聞いた。



参加とは

同じ時間に同じ場所で同じことをさせること

本人の充実感 ＋ 周囲の関心

＝ 同じような気持ちになること



保育者のまなざし

一方的・評価的なまなざし

•こういうところができてい
るとか、こういうところが
いいとか、教師が子ども
の能力や態度を計測す
る見方

共感的・ケアリング的まなざし

•目の前の子ども自身がい
ま何を願い、何にもがき、
何を越えようとしているの
か、と教師が関心を向け
つづけようとする見方

【中村麻由子（2018）『〈まなざし〉の教育学』溪水社】



聴き入ることの教育 vs 教えることの教育

•子どもの声に聴き入り、保育を見直す対話につなげる

•保育の場は、子どもが生活者となるための準備の場
ではなく、すでに子どもは生活者であり、さらによりよ
い生活者へと、「創造性、変化、革新的、間違い、疑問、
そして不確実性の存在を実感する」場として、いつも
「研究する精神性」を滋養する魅力ある場である

【佐伯胖（2014）子どもを「教える対象としてみない」ということ. 発達 138, 2–9】



「問題点モデル」と「信頼モデル」

問題点モデル

•子どもが示す問題点、子
どものできない、身に付い
ていない部分に焦点を当
てることから、計画を立ち
上げ、記録し、評価してい
くモデル

信頼モデル

•子どもを能動的な学び
手であるととらえ、子ども
の保育への意欲的な参
加の姿を積極的にとらえ
ていくことから、計画を立
ち上げ、記録し、評価して
いくモデル



個別の計画について

吉川和幸・東重満・川田学
（2020）障害児保育にお
ける「信頼モデル」に基づく
個別の指導計画及び保育
記録の開発と実践．子ども
発達臨床研究,14, 49-69.





保育・教育が目指すこと

どんな子どもも、自分が今日一日生きてよかったと思え
るようにしたい。

その中身をいえば、いろいろある。自分で何かやったとい
う気持ちをもつこと。自分のやっていることを大人から認
めてもらうこと。何もやれなくてもいい。生きてここにいるこ
とを喜んでもらえること。この学校はそのために工夫した
い。このことは普通の子どもも同じである。

津守眞『保育の現在――学びの友と語る』萌文書林、2013年、pp.ⅲ-
ⅳ.



インクルージョンを超えて

•トランスクルージョン

インサイダーをその場にとどまらせ、アウトサイダーに
動きを求める（位置の移動）よりも、アウトサイダーとイ
ンサイダーの両者の位置を変えていく動きを求める

【ガート・ビースタ 著、上野 正道 監訳
『教育にこだわるということ：学校と社会をつなぎ直す』東京大学出版会】





ご清聴ありがとうございました
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